
【島のくらしの情報】 羽幌町

①仕事（収入）の状況
・天売・焼尻島には、水産業をはじめとした第一次産業従事者と観光・旅館業等のサービス業従事者が多くいます。
・天売島では、島で働く保育職員を募集しています。

②住居の状況（貸家、空き家など）

・各島には、町営住宅が整備されており、8月30日現在、天売島の住宅2戸に空きがあるものの、移住をお考えになる方への
確保は難しい状況です。民間の賃貸企業等はありませんので、空き家の持ち主と交渉して賃貸等してもらうしかありません。
・羽幌町では、町内（離島地区含む。）にある空き家等の情報を、住宅を探している方へ提供することにより、空き家等を有
効に活用した町内への移住や定住促進を目的として空き家バンクを開設しております（随時更新）。
　https://www.town.haboro.lg.jp/izyu-teijyu/akiya/

③医療環境の状況

・各島における中核となる医療機関として道立診療所が１箇所ずつあり、島民の健康を守っています。
・急患が発生した場合は、ドクターヘリ、北海道防災ヘリ等で本土の病院へ搬送しています。
・妊産婦は、島内・羽幌町本土での検診・出産ができないことから、本土の病院を利用することになりますが、町では、妊
産婦の方の負担軽減のため、交通費等の助成を行っています。

④福祉環境の状況
・各島とも、介護サービスについては、高齢者支援センターを拠点として高齢者のニーズに応じた適切なサービスを提供する
とともに、高齢者が心身ともに健康を保つための介護予防の取組を進めています。
また、すこやか健康センターを中心に健康に関する情報提供や健康相談を実施し、島民の健康づくりを推進しています。
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⑤教育環境の状況

（天売島）
　天売小中学校が１校、町立天売高等学校（定時制）が１校あり、児童・生徒はすべて島内から通学しています。
　天売高等学校は、北海道で唯一の町立夜間定時制課程普通科の高校で、「天売でしかできない教育の実践と島内外で活躍
できる人材育成」を合い言葉に特色ある教育活動を展開しています。また、普通科でありながら漁業後継者をも育成し、地域
の豊富な水産資源を活用した水産実習を取り入れ、その成果を北海道水産クラブ研究発表大会で披露するなど高い評価を受
けています。
（焼尻島）
　焼尻小中学校が１校あります。
　北海道指定有形文化財である焼尻郷土館（旧小納家）は、明治33年のモダンな木造建築物で当時の家具や生活用品等を展
示しており、ニシンの網元の往時を知ることができます。

⑥上下水道・電気・ガスの状況
・電気については、焼尻島内に発電所を有しており、両島とも十分に電力を供給できます。
・水道については、すべての住宅で整備されています（普及率100％）。
・ガスはプロパンです。町ではプロパンガスの海上輸送に関して補助をしています。

⑦本土との交通手段（費用、時間、
便数など）

【航路】 フェリー又は高速船を利用（島民は島民割引あり）
（焼尻島）羽幌港から焼尻港へ　フェリーを利用：フェリー「おろろん２」で約60分（便数は時期による）・大人（2等） 通
常期間 1,570円／7～8月 1,700円
　　　　　　　　　　　　　　　高速船を利用：高速船「さんらいなぁ２」で約35分（便数は時期による）・大人（2等）
通常期間 2,780円／6～8月 1,950円
（天売島）羽幌港から天売港へ　フェリーを利用：フェリー「おろろん２」で約90分（便数は時期による）・大人（2等） 通
常期間 2,290円／7～8月 2,470円
　　　　　　　　　　　　　　　高速船を利用：高速船「さんらいなぁ２」で約60分（便数は時期による）・大人（2等）
通常期間 4,100円／7～8月 2,880円
（その他）夏休み親子割引、宿泊研修団体割引あり　　※詳細は羽幌沿海フェリー（℡：0164-62-1774）まで
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⑧島内の交通手段（費用、便数など）
島内の公共交通はありませんが、町では、主に高齢者を対象とした、診療所への通院移送サービスを実施しています。
観光用には、焼尻島の観光タクシーや貸自転車、天売島の観光バス、貸自転車・貸スクーター・自動車があります。

⑨買い物場所・物価の状況

【買い物等場所】
　天売島には商店が2軒、食堂3件、焼尻島には商店が2軒、食堂が２件あります。

【物価例】
　（平成29年８月末）　ガソリン １29円

⑩これまでの移住実績

・定住促進に係る直接的な支援制度は現在のところ特にありませんが、お問合せいただければ可能な範囲で随時対応させて
いただきます。
　【問合せ先】　羽幌町地域振興課政策推進係（℡：0164-68-7013）
　羽幌町移住・定住情報　　https://www.town.haboro.lg.jp/izyu-teijyu/

⑪移住を希望される方の短期滞在、
　下見に対する支援の状況

・短期滞在等に係る直接的な支援制度は現在のところ特にありませんが、お問合せいただければ可能な範囲で随時対応させ
ていただきます。
　【問合せ先】　羽幌町地域振興課政策推進係（℡：0164-68-7013）
　羽幌町移住・定住情報　　https://www.town.haboro.lg.jp/izyu-teijyu/

⑫移住にあたっての支援の状況

・移住に係る直接的な支援制度は現在のところ特にありませんが、お問合せいただければ可能な範囲で随時対応させていた
だきます。
　【問合せ先】　羽幌町地域振興課政策推進係（℡：0164-68-7013）
　羽幌町移住・定住情報　　https://www.town.haboro.lg.jp/izyu-teijyu/

⑬そのほか島での暮らしぶりについ
て伝えておくべき必要な情報

・地域のイベントなどに積極的に参加し、自分から地域に溶け込む努力をすることが大切です。
・海の状況によっては島外への移動手段であるフェリーが欠航する場合があります。
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